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そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない 無回答

問１ 英語の勉強が好きだ。 53.0 31.0 13.0 3.0 0.0

問２ 英語の勉強は大切だ。 90.0 8.0 1.0 1.0 0.0

問３
ショートタイムの時間は英語の勉強に
役立っている。

66.0 31.0 1.0 1.0 1.0

問４ 英語の授業の内容が分かる。 71.0 21.0 6.0 1.0 1.0

問５
先生や友達に英語で質問することができ
る。

61.0 27.0 9.0 3.0 0.0

問６
先生や友達の英語の質問に英語で答えるこ
とができる。

55.0 34.0 9.0 3.0 0.0

問７ アルファベットの大文字が書ける。 94.0 5.0 0.0 1.0 0.0

問８ アルファベットの小文字が書ける。 90.0 9.0 0.0 1.0 0.0

問９
教科書やピクチャーディクショナリ－の単語
や英文を書き写すことができる。

91.0 8.0 1.0 0.0 0.0

問１０ 教科書の単語や英文を読むことができる。 69.0 23.0 5.0 3.0 0.0
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②指導改善の具体策

①小学６年生　英語学習についてのアンケート（令和５年１月実施）

・肯定的な回答が合計が8～9割あり、好感触である。今では幼児期から英語教室に通っていたり、幼稚園でもネイティブの
  先生による授業があったりと、比較的英語に対する意識が高いので、小学校における英語教育が3年生からというのは遅い
　ように思う。「英語をよく聞き取れる耳を作るのは9歳前後まで」という話も聞いたことがあるので、単語の聞き取りや
　フォニックスはゲームのように親しんで英語を好きになるよう働きかけ、耳を育てるのはどうか。クロームブックも積極
　的に活用していけると良い。
・英語での受け答えに対する苦手意識が強いと感じた。身近なものや食べ物など、自然と普段英語で言いたくなるような
　ワードを楽しく学べると良い。「英語は難しい」、「英語で話すのは恥ずかしい」という英語への抵抗感を生む要素を、
　中学校に上がるまでに植え付けてしまわないよう、授業を行えると良い。小学校のうちは、楽しく英語を学んでほしい。

③学校関係者評価

・学力調査の結果から、アルファベットの読みに関する力が他の力と比べて弱いことが分かった。単語や英文の聞き取り だ

けでなく、1文字1文字のアルファベットの読みやフォニックスなどに触れる機会をショートタイムや授業の中で増やしてい

きたい。

・どの項目においても金沢市の平均より肯定的回答が多く見られたが、「英語の授業が好きだ」「先生や友だちに英語で質問

することができる」という項目で「そう思う」という回答が、他の項目に比べて低かった。児童の「やってみたい」「言い

たい」という気持ちを引き出すような言語活動を考え、英語の授業に楽しく取り組めるよう工夫していきたい。

（別紙２）


